
岡
県
掛
川
市
）
、
浜
松
運
送
（
浜
松
市
）
、
大
阪
ガ
ス

ビ
ジ
ネ
ス
ク
リ
エ
イ
ト
（
大
阪
市
西
区
）
、
西
京
運
輸

（
京
都
市
伏
見
区
）
、
第
一
運
輸
作
業
（
兵
庫
県
西
宮

市
）
、
鴻
池
運
輸
（
大
阪
市
中
央
区
）
、
桃
平
運
輸

（
神
戸
市
須
磨
区
）
、
社
会
福
祉
法
人
わ
か
ば
会
（
島

根
県
邑
智
郡
）
。
こ
の
う
ち
鴻
池
運
輸
は
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
を
提
供
区
域
と
し
て
90
㌢
・
４
㌔
㌘
超

の
信
書
便
の
送
達
業
務
を
８
月
１
日
か
ら
開
始
す
る
。
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キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
が
「
安
全
体
感
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

ズーム
アップ

昨
年
新
設
し
た
「
安
全
・
品
質
・
環
境
室
」
を
中
心
に
新
た
な
試
み

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
本
社
・
東
京

都
中
野
区
、
加
藤
元
社
長
）
で
は
７
月
１
～
７
日
の
全

国
安
全
週
間
に
合
わ
せ
て
ト
ッ
プ
層
に
よ
る
拠
点
巡
回

を
実
施
し
、
７
日
に
は
加
藤
社
長
が
巡
回
し
た
キ
リ
ン

ビ
ー
ル
横
浜
工
場
構
内
で
「
安
全
体
感
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
行
っ
た
。
昨
年
４
月
に
社
名
変
更
し
、
新
体
制

に
な
っ
て
以
降
、
本
社
物
流
部
に
「
安
全
・
品
質
・
環

境
室
」
を
新
設
。
グ
ル
ー
プ
が
掲
げ
る
「
キ
リ
ン
品

質
」
を
物
流
面
で
も
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た

め
、
安
全
・
品
質
・
環
境
に
か
か
わ
る
抜
本
的
な
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。
今
回
の
「
安
全
体
感
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
も
安
全
・
品
質
・
環
境
室
が
企
画
し
た
新
た
な
試

み
で
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
の
作
業
員
や
ド
ラ
イ
バ
ー
も

参
加
の
も
と
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
と
人
と
の
接
触
リ
ス
ク

と
転
落
事
故
の
リ
ス
ク
を
体
感
し
た
。

●
災
害
リ
ス
ク
の
再
点
検
、

届
け
先
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新

同
社
で
は
安
全
を
第
一
義
と
し
、
人
に
も
、
商
品
に

も
、
社
会
に
も
や
さ
し
い
物
流
を
実
現
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
お
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
従
業
員

の
安
全
確
保
を
事
業
の
中
で
最
も
重
要
な
課
題
と
し
て

位
置
付
け
て
い
る
。

今
回
の
全
国
安
全
週
間
で
は
、
１
日
に
社
長
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
全
社
員
に
配
信
。
「
Ｓ
ａ
ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
　
Ｆ
ｉ
ｒ

ｓ
ｔ
（
＝
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
）
意
識
の
定
着

に
向
け
た
諸
施
策
の
一
環
と
し
て
、
ト
ッ
プ
層
自
ら
が

安
全
を
重
視
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に
安
全
を
つ
く

り
上
げ
る
思
い
を
具
現
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

ト
ッ
プ
層
に
よ
る
拠
点
巡
回
を
実
施
し
た
。
な
お
、
全

国
安
全
週
間
期
間
中
に
、
同
社
の
24
拠
点
で
安
全
に
対

す
る
取
り
組
み
を
行
う
。

加
藤
社
長
は
「
昨
年
４
月
か
ら
の
新
体
制
で
は
、
目

玉
と
し
て
岡
（
義
人
）
室
長
率
い
る
安
全
・
品
質
・
環

境
室
と
い
う
新
組
織
を
立
ち
上
げ
、
今
ま
で
と
は
違
っ

た
新
し
い
取
り
組
み
を
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
当

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
も
キ
リ
ン
品
質
を
全

面
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
パ

ー
ト
ナ
ー
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
含
め
た
我
々
一
人
ひ
と
り

の
安
全
が
あ
っ
た
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
」
と
挨
拶
。

全
国
安
全
週
間
に
先
駆
け
、
６
月
に
は
、
重
大
災
害
防

止
規
定
に
基
づ
く
災
害
リ
ス
ク
の
再
点
検
、
届
け
先
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、
「
改
善
は
際
限
の
な
い
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
継

「安全体感ミーティング」に
パートナー、ドライバーも参加

全員でタッチアンドコールを実施

「安全に届けきったことは大きな成果」と加藤社長



続
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
た
い
」
と
強
調
。
キ
リ
ン
で

は
上
期
（
１
～
６
月
）
の
ビ
ー
ル
系
飲
料
の
販
売
量
が
好

調
だ
っ
た
が
、
「
我
々
は
お
客
様
の
店
頭
、
飲
食
店
ま
で

届
け
き
る
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
安
全

に
届
け
き
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
「
こ
れ
か
ら
（
ビ
ー
ル
の
出
荷
の
）
最
盛

期
を
迎
え
る
が
、
安
全
に
は
（
一
緒
に
働
く
）
周
り
の

人
も
含
め
て
心
身
の
体
調
管
理
が
重
要
。
忙
し
い
時
こ

そ
一
拍
置
く
こ
と
が
大
事
。
私
は
会
議
で
は
〝
ス
ピ
ー

ド
〟
と
よ
く
言
う
が
、
安
全
は
ス
ピ
ー
ド
と
は
真
逆
。
忙

し
い
時
は
ぜ
ひ
と
も
一
拍
を
守
っ
て
ほ
し
い
。
今
回
の
安

全
体
感
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
も
参
加
で
き
な
か
っ
た

職
場
の
仲
間
に
も
伝
え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

●
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
実
演
、

マ
ネ
キ
ン
、
カ
ボ
チ
ャ
を
使
い
体
感

続
い
て
「
す
べ

て
の
立
場
、
役
割

を
超
え
て
安
全
第

一
に
努
め
ま
す
」

と
の
安
全
宣
言
を

行
っ
た
後
、
全
員

で
タ
ッ
チ
ア
ン
ド

コ
ー
ル
を
実
施
。

「
安
全
体
感
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
に
移

っ
た
。

フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
と
人
と
の
接
触

の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
後
進
時
の
爪
の
外
振
れ
や
内

輪
差
、
前
進
時
の
後
輪
や
カ
ウ
ン
タ
ー
部
の
オ
ー
バ
ー

ハ
ン
グ
を
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
使
っ
た
実
演
に
よ
り

体
感
。
転
落
事
故
の
リ
ス
ク
体
感
は
、
キ
リ
ン
Ｒ
＆
Ｄ

本
部
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
講
師
を
招
き
、
ま
ず
保

護
具
（
安
全
ベ
ス
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
）
の
正
し
い
着
用

方
法
や
指
差
呼
称
の
正
し
い
や
り
方
を
学
び
、
全
員
で

実
践
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

「
落
下
衝
撃
測
定
装
置
」
を
使
用
し
て
落
下
時
の
衝

撃
を
測
定
し
、
高
所
か
ら
転
落
し
た
際
に
人
が
受
け
る

衝
撃
の
大
き
さ
を
数
値
で
示
す
と
と
も
に
、
マ
ネ
キ
ン

を
使
っ
て
過
去
の
転
落
事
故
を
再
現
し
な
が
ら
、
頭
部

や
足
部
等
の
受
傷
を
説
明
。
と
く
に
頭
部
に
衝
撃
を
受

け
た
場
合
の
重
篤
さ
に
つ
い
て
は
、
頭
が
い
骨
の
固
さ

に
近
い
と
さ
れ
る
カ
ボ
チ
ャ
を
使
い
、
保
護
具
を
き
ち

ん
と
つ
け
た
カ
ボ
チ
ャ
と
つ
け
て
い
な
い
カ
ボ
チ
ャ
が

受
け
る
衝
撃
を
比
べ
リ
ス
ク
を
体
感
し
た
。
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フォークリフトを使った実演により体感

マネキンを使用し、過去の転落事故を再現

セ
ン
ト
レ
ア
か
ら
ブ
リ
の
本
格
輸
出
が
ス
タ
ー
ト

尾
鷲
物
産
の
『
高
知
す
く
も
の
夏
ぶ
り
』
３
０
０
㌔
が
Ｃ
Ｘ
便
で
出
荷

三
重
県
尾
鷲
市

で
ブ
リ
（
ハ
マ

チ
）
の
生
鮮
・
加

工
・
販
売
を
手
掛

け
る
尾
鷲
物
産

（
小
野
博
行
社

長
）
は
６
日
、
中

部
国
際
空
港
（
セ

ン
ト
レ
ア
）
か
ら

台
湾
に
向
け
て

『
高
知
す
く
も
の

夏
ぶ
り
』
を
初
出

荷
し
た
。
尾
鷲
物
産
は
中
部
国
際
空
港
利
用
促
進
協
議

会
が
推
進
す
る
「
フ
ラ
イ
セ
ン
ト
レ
ア
カ
ー
ゴ
」
の
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業
。
ブ
リ
が
セ
ン
ト
レ
ア
か
ら
本
格
輸
出

さ
れ
る
の
は
、
今
回
が
初
め
て
と
い
う
。
同
日
、
セ
ン

ト
レ
ア
で
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
、
小
野
社
長
は
「
年

間
１
０
０
㌧
の
輸
出
を
目
指
し
た
い
」
と
取
扱
量
拡
大

へ
の
意
欲
を
示
し
た
。


当
日
出
荷
さ
れ
た
の
は
、
『
高
知
す
く
も
の
夏
ぶ

り
』
75
尾
（
１
匹
あ
た
り
約
３
・
５
㌔
㌘
）
と
ト
ロ
切

り
身
の
合
計
３
０
０
㌔
㌘
、
２
コ
ン
テ
ナ
分
の
相
当
に

あ
た
る
。
ブ
リ
は
尾
鷲
を
夜
に
出
発
し
た
後
、
名
古
屋

を
経
由
し
、
セ
ン
ト
レ
ア
に
は
翌
日
未
明
に
到
着
。
セ

ブリを前に握手する石垣副知事（左）と小野社長




